フランス語の開始アスペクトに関する研究 by 佐々木 幸太 & Kota Sasaki
－－
論 文 内 容 の 要 旨
　フランス語において事行（行為・状態）のアスペクトはテンスとならぶ重要な文法範疇であるが、表現形
式が動詞活用・動詞語彙・副詞句・迂言法など多岐にわたることもあり、解明されていない問題が少なくな
い。その一つが開始アスペクトを表す迂言法 commencer à inf. と se mettre à inf. のあいだの使い分けであ
る（inf. は不定詞）。本論文は、話し手の認知・発話操作を重視する立場から言語実態の観察にもとづいて
それを解明するものである。　
　全体は、五つの章から成っている。第１章では、まず、主要な先行研究を踏まえ、アスペクトを「話し手
が事行の展開をどのように捉えているかを示すための文法範疇」と定義している。表現形式の選択を左右す
るのは事行の捉えかたであるとし、捉えかたに関与する重要な要素として １）視点を置くのが事行展開の
内部か外部か、２）展開段階が生起の直前・開始・持続・終了・結果状態のうちのどれであるか、３）事行
のタイプが活動型と状態型、持続型と瞬間型、限界型と非限界型、均質型と不均質型のそれぞれどちらで
あるか、の三つを挙げている。そして、もっぱら開始アスペクトを表す表現形式が commencer à inf. と se 
mettre à inf. の二つであることを確認している。
　第２章では、commencer à inf. の機能を解明するために、まず、動詞 commencer のさまざまな用法を検
討している。そして、<S commencer P>（S と P は「始める」という事行の主体と対象）の構文の「名詞
句で表す P」にはつねに時間の流れの中での展開が意識されることを指摘している。また、「不定詞句で表
す事行 P」として通常用いる à inf. とときに用いる de inf. について Cadiot (993) を参考にしつつ発話例を
分析し、de inf. は話し手が事行の外側に視点を置くときに、à inf. は視点を事行展開の内部に置いて開始段
階を捉えるときにそれぞれ用いるという重要な事実を指摘している。
　第３章で論じるのは、se mettre à inf. の機能である。一般に「（なにかを別のところに）置く」という空
間移動を表すとされている mettre を用いる se mettre à inf. が開始アスペクトを表すしくみは、先行研究
では明らかにされていない。解明の手がかりは、「別のところ」が場所だけでなく、ありかた（状態・事行）
のこともあるという事実に求められる。実際、mettre の使用実態の観察から、空間移動以外の用法も少な
くないことが判明する。そこで、すべての用法に共通する「（なにかを新たなありかたに）移す」という基
本的意味を想定することによって se mettre à inf. が「自分自身を事行に移す」すなわち「事行に移る」と
いう抽象レベルでの主体移動を表し、そこから開始アスペクトを表すにいたると説明することができる。さ
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らに、se mettre à inf. は現在形や否定の場合に容認度が低いという Franckel（989）の指摘や「突発的」、
「場違い・好ましくない」などの表現効果をともなうという Saunier（999）の指摘についても、それらが
抽象レベルでの主体移動の意味から説明されることを発話例の分析にもとづいて明らかにしている。　
　第４章では、日本語との対照によってフランス語の表現法の理解を深めるために、「V ハジメル」と「V 
ダス」の使い分けを論じている。先行研究を踏まえ、国立国語研究所の大規模コーパスを用いて「V ハジメル」
と「V ダス」のそれぞれと親和性の高い V（動詞）がどのようなものであるかを調査し、両者の使い分け
の原理を探っている。そして、「V ハジメル」は事行の展開を意識しつつ開始段階を捉える場合の「始動ア
スペクト」であり、「V ダス」は事行の展開ではなく生起・出現のみを意識しつつ開始を捉える場合の「起
動アスペクト」であることを明らかにしている。
　最後の第５章では、おもに第２章と第３章の考察結果を踏まえて commencer à inf. と se mettre à inf. の
使い分けを論じ、前者は話し手が視点を事行の展開の内部に置いて開始段階を捉える表現であり、後者は視
点を事行の外に置いて事行への移行として開始を捉える表現であることを明らかにしている。第４章で考察
した日本語の「V ハジメル」と「V ダス」の機能との類似が認められ、commencer à inf. は始動アスペ
クトを、se mettre à inf. は起動アスペクトをそれぞれ表すという仮説を提案している。この仮説の妥当性
を、データの分析から確認される「commencer à inf. と親和性が高い動詞は事行の展開を意識することが自
然な動詞であり、se mettre à inf. と親和性が高い動詞は事行の生起のみを意識することが自然な動詞である」
という事実によって裏づけている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文についてまず特筆すべきことは、「話し手が開始アスペクトをどのように表すか」という基本的で
ありながら複雑で捉え難い言語事象に意欲的に取り組んで、先行研究が看過していたさまざまな事実を見出
し、表現を使い分けるしくみを解明したことである。すでに日本フランス語学会を中心に高く評価されてい
る佐々木幸太氏のこれまでの研究成果がさらに深化・発展した形でまとめられているのが本論文である。
　フランス語学では動詞句の表す行為・状態を一括して「事行 procès」と呼び、事行の開始直前から終了
直後までの展開にさまざまなアスペクト（相・段階）を認めている。佐々木氏が論じるのは、開始アスペ
クトを表す迂言法 commencer à inf. と se mettre à inf. の使い分けである。フランケルやソーニエほかの先
行研究は、両表現のあいだに使用上の制約や表現効果についてさまざまな違いがあることを指摘しているが、
それが何に由来するかを解明するに至っていない。それは、commencer à inf. の機能が動詞 commencer の
「始める」という語義によって説明できるのと違って、se mettre à inf. の機能は動詞 mettre の「（なにかを
別のところに）置く」という空間移動の語義によっては説明できないためである。氏は、mettre には空間
移動以外の用法もあることに着目して基本的語義が「（なにかを新たなありかたに）移す」という具象・抽
象レベルでの移動・移行であることを示し、そこから se mettre à inf. が開始アスペクトを表すにいたるし
くみを明らかにしている。その過程で、キュリオリやポティエが提唱する発話操作理論や認知意味論のアプ
ローチによる研究を踏まえると同時に膨大なデータの分析にもとづいて考察を進めている点が本論文の大き
な強みになっている。コーパスは、さまざまなジャンルのテクスト（数年分の新聞・週刊誌や多数の文学作品・
映画シナリオなど）から成るもので、数千の発話例の分析にあたっては発話の構成要素だけでなく文脈もき
ちんと検討する労を惜しんでいない。言語データの緻密な分析を通して使用実態に迫る手法によって、使用
上の制約や表現効果の指摘にとどまっていた先行研究が看過していた多くの事実を見出し説明することに成
功している。
　氏はまた、日本語の「動詞＋ハジメル」と「動詞＋ダス」についても国立国語研究所の書き言葉均衡コー
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パスの約６万５千例を検討してそれぞれの意味・機能の違いを明らかにし、それらとの対照によってフラン
ス語のアスペクト表現の分析を効果的に行っている。そして、話し手が commencer à inf. を用いるのが事
行の展開の内部に視点を置いて開始段階を捉えるときであり、se mettre à inf. を用いるのが外部に視点を
置いて事行への移行を捉えるときであるという仮説を示している。さらに、データ分析にもとづいて、それ
ぞれと親和性が高い動詞がどのようなものであるかを明らかにして、仮説の妥当性を確認している。
　もとより、本論文に不十分な点、未熟な点が無いわけではない。たとえば、先行研究が事実の解明にいた
らなかった背景にどのような方法論的問題があったのかを示さなかったのは物足りない。また、前置詞 de 
を用いる commencer de inf. については、commencer à inf. との差異だけでなく se mettre à inf. との差異
も詳しく論じるべきであったと思われる。論述に関しては、繰り返しが気になる箇所が見られ、「展開」と
いう用語は常に厳密な使いかたをしているとは言えない。このように、いくつか問題はあるが、総合的に見
て、本論文は博士学位請求論文として十分な水準のものであると認められる。
　審査委員四名は、本論文の審査および06年２月0日に行われた公開の論文発表・口頭試問の結果、佐々
木幸太氏が「博士（言語学）」の学位を授与されるに値すると判断するものである。
